
 

 

耐力度調査チェックリスト 

－鉄筋コンクリート造－ 

都道府県名 茨城 設置者名 日立市 学校名 日立特別支援学校 

対象建物 棟番号 019 構造・階数 2 建築年 1985.03 面積 626 

耐力度点数 都道府県確認者の所見 聴取済印 

 

 

       ６０３０   点 

 

 

 

 

 

 

 

調査者 

（市町村） 

 

 

確認者 

（都道府県） 

 

 

聴取日   年  月  日 

※太枠の中は都道府県が記入する。 

 □にはレ印を付す。 

 設置者記入欄 都道府県記入欄 

（第１ 一般事項） 確認 該 当 な

し 

確認 該当なし 

１．調査建物  

①耐力度調査票の設置者名、学校名、建物区分、棟番号、階数、延べ面

積、建築年、経過年数、被災歴及び補修歴は施設台帳等により記載さ

れている。 

 

 

 

✓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②経過年数は、建築年月と調査開始年月を比較し、１年に満たない場合

は切り上げている。 

 

✓ 

  

 

 

２．調査単位 

①調査建物の建築年は同一である。 

 ＮＯの場合は、調査票が別葉にされている。 

 

✓ 

 

  

 

 

 

②調査建物は構造的に一体である。 

ＮＯの場合は、別棟と見なし、調査票が別葉にされている。 

✓    

３．適用範囲 

①調査建物は鉄筋コンクリート造または混合構造（Ｒタイプのみ）もし

くは複合構造の鉄筋コンクリート造部分である。 

ＮＯの場合は、鉄骨造部分については鉄骨造の調査票が、木造の部分

については木造の調査票が、それぞれ作成されている。 

 

 

✓ 

   

②一般的な長方形型の建物である。 

（特殊建物（レンガ造、シェル、多角形建物  etc）ではない。） 

ＮＯの場合は、専門家の鑑定により耐力度調査が行われている。 

✓    

４．端数整理 

①耐力度調査点数の有効桁数は所定の方法で記入されている。 

 

✓ 

   

５．再調査 

①当該建物は、初調査である。 

ＮＯの場合は、調査してから年数が経過したので、経過年数が見直さ

れている。長寿命化改修が行われている場合は、改修時点からの経年

変化が評価されている。 

 

✓ 
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 設置者記入欄 都道府県記入欄 

 確認 該 当 な

し 

確認 該当なし 

６．添付資料 

①図面、写真、ボーリングデータ、その他必要資料が報告書に添付され

ている。 

 

 

✓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．配置図、平面図、断面図 

①設計図書、または耐震診断・補強時の設計図書の形状・寸法、用途区

分が施設台帳と照合されている。 

 

 

✓ 

   

８．建物全景写真 

①各面が把握できる写真が報告書に添付されている。 

 

✓ 

  

 

 

９．構造図 

①建築時の設計図書、または耐震診断・補強時の設計図書、あるいは実

測により作成されている。 

 

 

✓ 

  

 

 

 

②建築時の設計図書（伏図、軸組図、柱・梁リスト）、または耐震診断・

補強時の設計図書と実物は、同様である。 

ＮＯの場合は、実測値をもとに構造図が作成されている。 

✓    

１０．基本的な考え方 

①未測定の項目は、満点評価されている。 

 

✓ 

   

②必ず測定しなければならない項目は全て測定されている。 ✓    

１１．調査者 

①調査者は１級建築士である。 

 

✓ 

   

     

（第２ 構造耐力） 

１．保有耐力 

①既に耐震診断が実施されている。 

 ＮＯの場合は、新たに耐震診断の手法や保有水平耐力計算の手法に基

づく評価が行われているか、水平耐力の点数を満点としている。 

 

 

 

 

✓ 

 

 

✓ 

 

 

 

 

 

 

②ISXならびに ISYは地域係数 Zを 1.0として算定されている。また、経

年指標Tによる割戻しがなされている。     ※新耐震基準建物 

    

③qX、qYの値は1.0以下である。 ✓    

④コア試験によるコンクリート強度の調査が行われている。 

 ＮＯの場合は、耐震診断時に採取したコンクリートコアの試験結果が

添付されている。 

✓ 

 

 

  

 

 

 

⑤各階のqi値が0.85以上である。        ※新耐震基準建物 

 ＮＯの場合は、層間変形角の評点を 0.5としている。 

    

２．基礎構造・地震による被災履歴 

①地中梁が桁行方向と張間方向の両方向に設けられている。 

 ＮＯの場合は、0.75を乗じてβの値が算定されている。 

 

✓ 

 

   

     

（第３ 健全度）     

１．経年変化 

①長寿命化改良事業未実施の建物である。 

ＮＯの場合は、t2を用いた式により評価がなされている。 

✓ 
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 設置者記入欄 都道府県記入欄 

 確認 該 当 な

し 

確認 該当なし 

２．鉄筋腐食度、コンクリート中性化深さ等、鉄筋かぶり厚さ 

①各項目の数値、寸法、腐食度を添付の資料等で確認した。 

 

✓ 

   

②鉄筋腐食度は、写真で確認した。 ✓    

③中性化深さ、かぶり厚さに仕上げ材の厚さ（打放し仕上げの増打ち分）

を含めないで測定されている。 

 

✓ 

   

④中性化深さの各測定点の値は、4.5cm以下である。 ✓    

⑤かぶり厚さは、3.0cm未満である。 

ＮＯの場合で、測定値が異常に大きい箇所は、部材の反対側も調査し、

いずれか小さい方の値が採用されている。 

 ✓   

３．躯体の状態・不同沈下量・コンクリート圧縮強度 

①構造躯体によるDはグレードの最低値を採用している。 

    

②モルタルに生じた収縮亀裂ではなく主要構造体のひび割れが測定さ

れている。 

    

③クラックスケール等でひび割れの幅が確認されている。     

④不同沈下の測定は、省略している。 

ＮＯの場合は、ひび割れと不同沈下の関連性、進行の恐れの有無につ

いて確認されている。 

 

 

✓ 

✓   

⑤同一階で６本以上のコンクリートコア試験結果の平均値が採用され

ている。 

 

✓ 

 

 

  

４．火災による疲弊度 

①火災による疲弊度は、満点評価されている。 

ＮＯの場合は、被災の程度が記入されている。（被災率 S：    ） 

 

✓ 

 

   

     

（第４ 立地条件） 

１．地震地域係数 

①地震地域係数は、建設省告示第 1793号（最終改正：平成 19年国土

交通省告示第 597号）第１と整合がとれている。 

 

 

 

✓ 

   

２．地盤種別 

①地盤種別は、基礎下の地盤を対象に建設省告示第 1793号（最終改正：

平成19年国土交通省告示第 597号）第２に基づいて区分している。 

 

 

✓ 

   

３．敷地条件 

①崖地に該当しない。 

ＮＯの場合は、崖地の定義「地表面が水平面に対し 30度を超える角

度をなす土地」に該当することを、敷地図あるいは実測により確認し

ている。 

 

✓ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

４．積雪寒冷地域 

①積雪寒冷地域は、義務教育諸学校等の施設費の国庫負担等に関す

る法律施行令第７条第５項の規定に基づいている。 

 

 

✓ 

  

 

 

 

５．海岸からの距離 

①海岸線までの距離は、地図で確認されている。 

 

✓ 
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Ⅰ 年 月 年 月 日

Ⅱ

㎡

㎡ 年 年 点

Ⓐ

㋑

点

②

③

㋖ 点

④

㋘

Ⓑ ①

点

②

③ （ａ）

（ｂ）

点

④

⑤

⑥  * 同一階６本以上のコア圧縮強度の平均値が13.5N/㎜2以下の場合に適用

点

⑦

S1 S2 S3 S4

Ⓒ ① ② ③ ④ ⑤

一　種　地　域 0.8 局 所 的 な 高 台 0.9 ＝ 0.90三　種　地　盤 0.8 一級積雪寒冷地域 0.8 海岸から5㎞以内 0.8

二　種　地　域 0.85 支持地盤が著しく傾斜した敷地 0.9 ＝
5

0.9 二級積雪寒冷地域 0.9 海岸から8㎞以内 0.9 0.8＋0.9＋1.0＋1.0＋0.9   
0.90

海岸から8㎞を超える 1.0
Ⓒ＝

①＋②＋③＋④＋⑤

 註）材料試験により使用骨材の塩化物量が0.1％を超えることを確認した場合，③中性化深さの「平均値ａ」欄の（ 　）内に塩化物量を記入する。
　　 この場合，(ｵ)の評点は中性化試験結果によらず0.5に読替える。

地 震 地 域 係 数 地　 盤　 種　 別 敷　地　条　件 積　雪　寒　冷　地　域 海 岸 か ら の 距 離 評　　　価

三　種　地　域 0.9 崖 地 0.9 5

評　　点

立
地
条
件

四　種　地　域 1.0 一　種　地　盤 1.0 平 坦 地 1.0 そ の 他 地 域 1.0

Ⓒ

二　種　地　盤

㋝

評価後被災
St=S1+S2×0.75+S3×0.5+S4×0.25 = 0

0＜S＜1 直線補間
1.0

0 0 0

0 0
S＝0

面積    St S＝1 0.5

火 災 に よ る
疲 弊 度 S

変    質 全    焼 半    焼 床面積 S0 S = St/S0

被災床面積 0 1.0

5 6

1.0
σ≦10 0.8

程　度
構 造 体 非構造材 非構造材

煙害程度
当該階の 被災率S

13.5≦σ 1.0

10＜σ＜13.5 直線補間

判　　別　　式 評　　　点

 Ⓑ=(㋞×㋜×㋝)

判　　別　　式 評　　　点

67
㋜

コ ン ク リ ー ト
圧 縮 強 度 k

階
壁・梁 壁・梁 壁・梁 壁・梁 壁・梁 壁・梁

平均値σ
Ⓑ

1 2 3 4

Ｙ

1/8000 1/642
φ≦1/500 1.0 ㋚ ㋛ (㋚×10)

1/500＜φ＜1/200 直線補間
1.0 10 点

1/200≦φ 0.5

1.0

1 7.0 1.0 4500 8000 1/642

評　　　点

不 同 沈 下 量 φ

桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向

Ｘ Ｙ

階

相対沈下量ε スパン L φ = ε/L

φの最大値 判　　別　　式

Ｘ

0.5

Ｘ Ｙ

1.0 0.8 0.5 1.0 0.8 0.5

評　　　点

躯 体 の 状 態 D
状    況 殆ど認められない 殆ど認められない 殆ど認められない 殆ど認められない

1.0
㋘ ㋙ (㋘×20)

部　  位 柱 梁 壁 床 グレード最低値 D

20 点
グレード 1.0 0.8 0.5 1.0 0.8

鉄筋かぶり厚さ
b

かぶり厚さ 5.15
3㎝≦b

部　位 柱　頭 柱　脚 梁1 梁2 平均値 b

b≦1.5㎝

  ㋞=(㋑+㋓+㋕+

3㎝≦a 0.5 　　  ㋗+㋙+㋛)

1.0 ㋔ ㋕ (㋔×10)

7.2 8.0 3.4 2.0
1.5㎝＜b＜3㎝ 直線補間

判　　別　　式 評　　　点

1.0 10 点 67.1
0.5

1.0 ㋖ ㋗ (㋖×10) ㋞

コ ン ク リ ー ト
中性化深さ等及び
鉄 筋 か ぶ り 厚 さ

2.0 3.0 3.0 3.0
1.5㎝＜a＜3㎝ 直線補間

判　　別　　式 評　　　点

コンクリート
中性化深さ等

a

中性化深さ

2.75

(      ) 註）

a≦1.5㎝

0.58 5.8 点

0.5

部　位 柱1 梁1 柱2(壁1) 梁2(壁2) 平均値 a

0.5 1.0 0.8 0.5 1.0 0.8

0.8 20 点

グレード 1.0 0.8 0.5 1.0 0.8 0.5

躯体膨張亀裂,
さびの溶け出し

柱

グレード 1.0 0.8 0.5 1.0 0.8

壁 床

殆ど認められない 殆ど認められない 殆ど認められない 殆ど認められない

年    T=(30-t2)/40 =
㋐ ㋑ (㋐×25)

0.05 1.3

健

　
　
　
全

　
　
　
度

経 年 変 化 T 38 年   T=(40-t)/40 =0.05

鉄筋腐食状況

柱 梁

梁

グレード最低値 F 評　　　点

鉄 筋 腐 食 度 F

大部分があかさびに覆われている 大部分があかさびに覆われている

0.8

㋒ ㋓ (㋒×25)

1.0 1.0

 註）鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造架構の上に鉄骨屋根を載せた屋内運動場(Ｒタイプ)では，鉄骨屋根のRC定着部について検討する。①保有耐力の「鉄骨定着部の係数rα」欄には検討結果の比を，

      （ 　）内は最小値，又は，平均値を記載して，係数rαの算出根拠を示すこと。

 註） 屋内運動場で，β算出時に一方向地中梁による低減係数0.75を考慮した場合には，「□ 地中梁による低減」にチェックすること。

経過年数 t 判別式(建築時からの経過年数) 経過年数 t2 判別式(長寿命化改良後の経過年数) 評　　　点 評点合計

地 震 に よ る
被 災 履 歴 E

軽微 小破 中破 大破

1.0
1.0 1.0 0.95 0.9

β≦0.5 0.5

過去に経験した最大の被災度 無被害・
被災無し

評　　　　　価 評　　　点

0.5＜β＜1.0 直線補間
1.0 30.0 点

その他 1.0  上記に該当しない場合 1.0 □地中梁による低減註）

基 礎 構 造 β

木　杭 0.8  敷地地盤で液状化が予想される 0.8

ＲＣ杭 0.9  杭基礎でアスペクト比が2.5以上の建物 0.9

種別指数 u 基礎の被害予測に関する指数 p β=u×p 判　　別　　式 評　　　点
100

1.0≦β 1.0 ㋗ (㋖×30)

新耐震基準建物

θ≦1/200

 Ⓐ=(㋙×㋘)
張間方向

Ｙ 1/120≦θ 0.5 Ⓐ

1.0

評　　　点

層 間 変 形 角 θ

Is Fu (Is/T)

桁行方向
Ｘ

階 方向
構造耐震指標 靭性指標

Fr= Fu×
0.7

1.0 ㋔ ㋕ (㋔×20)

1/200＜θ＜1/120 直線補間
20.0 点

k≦0.5 0.5

26.8 26.8 34.7 1.41
1.0≦k 1.0

θ θの最大値 判　　別　　式

(b)
試 験 区 分

壁・梁 壁・梁 壁・梁
平均値 Fc k=Fc/20 判　　別　　式

 ㋙=(㋓+㋕+㋗)

コ ン ク リ ー ト
圧縮強 度 k

1 2 3
点

コ ア 試 験 31.2
1.0

（０.3以
下は

0.3とす
る)

㋙

0.5＜k＜1.0 直線補間
100.0

1.0≦q 1.0 ㋐ ㋒

(

㋐
×
㋑

)

 ㋓
(㋒×50)

0.5＜q＜1.0 直線補間 1.0

q≦0.5 0.3

50.0

評点合計

構
　
　
　
　
　
造
　
　
　
　
　
耐
　
　
　
　
　
力

保
 

有
 

耐
 

力

水平耐力 q

Is T 0.7 の係数 rα

経年指標
qi =

(Is/T) 鉄骨定着部
q = qX×qY×rα 判　　別　　式

桁行方向
Ｘ

(      ) 註）
新耐震基準建物

張間方向
Ｙ

① (a)
階 方向

構造耐震指標

Ⓒ 立　地　条　件

延べ面積 経過
年数

38年
経過
年数

年

評　　　点

調
査
建
物

019 2

一階面積 建築
年月

1985年3月
長寿命
化年月

年
月

種　類

校舎
284

有り
566

建 物 区 分 棟 番 号 階　　数 面積 建物の経過年数 被　　災　　歴 補　　修　　歴
67

点被　災　年 内　　容 補　修　年
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（裏面） 　学　校　名

断面図　1:100 西

南 北

東

３．平面図に、コンクリート中性化深さ、鉄筋かぶり厚さ、鉄筋腐食度、ひび割れ等の測定位置を
　記入する。

４．余白に縮尺、建築年、延べ面積を記入する。

日立特別支援学校

調　査　者　の　意　見

１．調査建物の各階の平面図、断面図を単線で図示し、耐力壁は、他と区別できるような太線と
　する。

構造耐力、健全度、立地条件共に問題点はないと思われる。

２．寸法線と寸法（単位メートル）を記入する。
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1．建物概要
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1. 建物概要

1-1. 一般事項

日立特別支援学校耐力度調査業務委託

　普通教室棟　19号棟

　日立市鮎川町3丁目11-2

　昭和60年

　鉄筋コンクリート造

　杭基礎：PCパイル300φ　L=7.0m、設計支持力　設計25t/本　現場30t/本

階　　　　数 　2+0

軒　　　　高 　8.10ｍ

基準階高さ 　1F:3.80ｍ、2F：3.80ｍ

2階床面積 　282㎡

1階床面積 　284㎡

延 床 面 積 　566㎡

　無し

　有り(意匠図、構造図)

　第二種地盤　

※階数凡例：地上階数＋地下階数

　ＲＣ造２階建て、片側廊下型の一般的な校舎である。
新耐震基準にて設計されている。(建築年昭和60度)

規模

被災の有無/補修歴

設計図書の有無

地盤種別

調　査　名　称

建　物　名　称

所　　在　　地

建　　築　　年

構　　　　　　造

基　　　　　　礎

2
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1-2.施設台帳(総括表、棟別面積表)
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1-3.施設台帳(建物配置図)

耐力度調査対象建物
普通教室棟19号棟



1

撮影箇所 校舎外観
南面

2

撮影箇所 校舎外観
北面

3

撮影箇所 校舎外観
東面

1-4.建物写真　　　　　　　　　　　　　　　日立特別支援学校　耐力度調査【19号棟】　　　　　　　　　

No.

No.

No.

12



4

撮影箇所 校舎外観
西面

5

撮影箇所 内観
昇降口

6

撮影箇所 内観
普通教室

　日立特別支援学校　耐力度調査【19号棟】　　　

No.

No.

No.

13



7

撮影箇所 内観
廊下

8

撮影箇所 内観
廊下

9

No.

No.

　日立特別支援学校　耐力度調査【19号棟】　　　

No.

14



15

1-5.図面（平面図・伏図・各リスト）
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2．構造耐力
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2.構造耐力

2-1.保有耐力

2-1-1.水平耐力ｑ

2-1-2.コンクリート圧縮強度k

階ごとのコンクリート圧縮強度の平均値が最も低い階（2階）を採用する。

コンクリート圧縮強度 ｋ ＝ Ｆｃ　／　２０

＝ ／

＝ → 1.0 とする。

新耐震設計基準で設計されており、設計時の状態に変化がないため、水平耐力qの評点は満点と
する。

q＝1.0

コンクリート圧縮強度は、1，2階の壁から採取されたコンクリートコア３ヶ所×2
合計６ヶ所の圧縮強度試験結果から測定する。

階 試験体番号 コア圧縮強度 平均値Ｆｃ

（Ｎ/mm2) （Ｎ/mm2)

C-2-1 31.2

2 C-2-2 26.8 28.2

C-2-3 26.8

C-1-1 31.9

1 C-1-2 33.0 34.7

1.41

よって、評点は（1.0×1.0） x 50＝ 50点

C-1-3 39.3

28.2 20
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2-2.層間変形角 ：θ

2-3.基礎構造 ：β

基礎構造の地震被害に関する指標β（＝u ・ ｐ）を算出する。

u ： 基礎の種類

木杭基礎

ＲＣ杭、ペデスタル杭基礎

上記以外の基礎

基礎の種別はPCパイルによる杭基礎である。よって、u ＝1.0とする。

p ： 基礎の被害予測

(液状化）

(アスペクト比）

H/B = 8.10/8.55 = 0.94＜2.5 アスペクト比2.5以上に該当しない。

ｐ＝1.0とする

β＝u ・ ｐ＝1.0 x 1.0 = 1.0

よって、評点は1.0 x 30 = 30点

2-4.地震による被災履歴E

平成23年東北地方太平洋沖地震を被災しているが、損傷はない。

0.8

0.9

1.0

新耐震設計基準建物で、計算ルート2のためDsが不明である。
ゆえにP＝1.0とする。

よって、評点は1.0 x 20＝20点

設計時の構造図及び、地盤調査報告書より、杭の支持地盤はN値50以上の砂岩層である
ため、液状化の危険性は無い。
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３．健全度
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3.健全度

3-1.経年変化

経過年数 ： ｔ＝38年

経年変化 ： Ｔ＝(40-t)/40 = (40-38)/40 =0.05

よって、評点は0.05 X 25＝1.25　→　1.3点

3-2.鉄筋腐食状況

柱・梁についてせん断補強筋が大部分赤さびに覆われていることから、グレード０．８とする。

よって、評点は0.8 X 25＝20点

3-3.躯体膨張亀裂さびの溶け出し

柱、梁、壁、床ともに殆ど認められないので、グレード１．０とする。

3-4.コンクリート中性化深さ

平均値（　a　)で判別する。

判別式

≦ ｃｍ

ｃｍ ＜ ＜ ｃｍ 直線補間

ｃｍ ≦

測定値 （大きい値を採用）

柱脚 (P-1) Ｘ方向：２．０ｃｍ Ｙ方向：２．０ｃｍ

柱頭 (P-2) Ｘ方向：３．０ｃｍ Ｙ方向：１．０ｃｍ

梁 (B-1) Ｈ方向：３．０ｃｍ Ｄ方向：３．０ｃｍ

梁 (B-2) Ｈ方向：３．０ｃｍ Ｄ方向：２．０ｃｍ

平均値

+ + +

4

よって、評点は0.58　x　10　=　5.8点

3.0 3.0 3.0
=a

2.0

a 1.5 1.0

2.75=

3.0

0.5

1.5

3.0 a

a
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3-5.鉄筋かぶり厚さ

平均値（　ｂ　)で判別する。

判別式

ｃｍ ≦

ｃｍ ＜ ＜ ｃｍ 直線補間

≦ ｃｍ

測定値 （小さい値を採用）

柱頭 (P-2) Ｘ方向：７．２ｃｍ Ｙ方向：７．６ｃｍ

柱脚 (P-1) Ｘ方向：８．０ｃｍ Ｙ方向：８．０ｃｍ

梁 (B-1) Ｈ方向：６．１ｃｍ Ｄ方向：３．４ｃｍ

梁 (B-2) Ｈ方向：５．６ｃｍ Ｄ方向：２．０ｃｍ

平均値

+ + +

4

よって、評点は1.0　x　10　=　10.0点

3-6.躯体の状態

平成26年(2014年)に外壁改修工事を行っていて、ひび割れは認められない。

躯体の状態のグレードは1.0となる。

よって、評点は0.5　x　10　=　5.0点

3-7.不同沈下量

よって、評点は1.0　x　10　=　10.0点

※不同沈下によって生じたと思われるひび割れは存在しない。

Φの最大値＝ 1/642 → 1.0

8000 1/642 1/80001 7 1 4500

6000 8000 1/1500 1/800

階

2 4 10

相対沈下量ε

桁行方向 張間方向

X Y

Φ＝ε/L

桁行方向 張間方向

X Y

スパンL

桁行方向 張間方向

X Y

5.15ｂ =
7.2 8.0 3.4 2.0

=

ｂ 3.0

3.0

1.5

ｂ 0.51.5

ｂ 1.0
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3-8.火災による疲弊度

本建物は火災による被害を受けていない。

よって、評点を1.0とする。

以上から、健全度の評点合計は

Ｂ ＝ ( + + + + + ) x x = 点

よって、評点67点とする。

67.11.3 20.0 5.8 10.0 20.0 10.0 1.0 1.0
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４．立地条件　　

５．耐力度結果　　
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4.立地条件

4-1.地震地域係数

建設省告示第1793号（最終改正：平成19年国土交通省507号）第１による。

第一種地域 （Ｚ＝1.0）　よって、0.8　　

4-2.地盤種別

建設省告示第1793号（最終改正：平成19年国土交通省507号）第２による。

第二種地盤　（土質柱状図添付）　よって、0.9

4-3.敷地条件

平坦地　　よって、1.0

4-4.積雪寒冷地域

義務教育諸学校等の施設費の国庫負担等に関する法律施行令第７条第５項の規定による。

その他の地域（公立学校施設台帳確認）　　よって、1.0

4-5.海岸からの距離

調査校位置、海岸からの距離明示地図参照

海岸から５ｋｍ以内　　よって、0.８

以上から、立地条件の評点（Ｃ）は

Ｃ ＝ ( + + + ＋ ） / 5 ＝

5.耐力度結果

耐力度は、（A)構造耐力評点Ｘ(B)健全度評点Ｘ(C)立地条件評点で求める。

耐力度＝ ｘ ｘ ＝ 点 となる。

0.8 0.90

100 67 0.9 6030

0.8 0.9 1.0 1.0
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６．資料
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6-2.ボーリング柱状図

39



40



41



女
子

便
所

男
子

便
所

Ｐ
Ｓ

か
ぶ

り
厚

調
査

(X
・

Y
方

向
)

中
性

化
深

さ
調

査
(
X
・

Y
方

向
)

鉄
筋

腐
食

度
調

査

圧
縮

強
度

測
定

中
性

化
深

さ
調

査
(
X
・

Y
方

向
)

中
性

化
深

さ
調

査
(
X
・

Y
方

向
)

か
ぶ

り
厚

調
査

(X
・

Y
方

向
)

鉄
筋

腐
食

度
調

査

柱
は

つ
り

(
柱

脚
)

鉄
筋

探
査

コ
ア

抜
き

梁
は

つ
り

(
天

井
ボ

ー
ド

脱
着

)

圧
縮

強
度

測
定

中
性

化
深

さ
調

査
(
X
・

Y
方

向
)

コ
ア

抜
き

コ
ア

抜
き

圧
縮

強
度

測
定

中
性

化
深

さ
調

査
(X

・
Y
方

向
)

1. 2. 3.

1
.

2
.

1. 2. 3.

C
1
-2

P1

B1

1
.

2
.

C1
-
3

C
1-

1

1. 2.

屋
外

階
段

犬
走

り

Ｕ
Ｐ

犬
走

り

倉
庫

スロープ

Ｕ
Ｐ

Ｐ
Ｓ 屋

内
消

火
栓

廊
下

犬
走

り

昇
降

口

ポ
ー

チ

ス
ロ

ー
プ

植
込

ス
ロ

ー
プ

植
込

犬
走

り

中
２

－
１

中
３

－
２

中
３

－
１

小
６

－
１

普
通

教
室

普
通

教
室

普
通

教
室

普
通

教
室

１
階

調
査

位
置

図
　

１
：

２
０

０

Ｙ
２

Ｙ
１

Ｙ
２

Ｙ
１

Ｘ
１

Ｘ
２

Ｘ
３

Ｘ
４

Ｘ
５

Ｘ
６

Ｘ
７

Ｘ
８

Ｘ
１

Ｘ
２

Ｘ
３

Ｘ
４

Ｘ
５

Ｘ
６

Ｘ
７

Ｘ
８

8,000

2,300500 5,700

5,700

8,000

2,300500

3
5
,0

0
0

20
0

2
,
70

0

4
,2

5
0

6,
00

0

4
,2

5
0

6
,0

00
6
,0

0
0

4,
0
00

4,
5
00

6,
0
00

2
,0

0
0

6,
0
00

3
5
,0

0
0

4,
5
00

4,
0
00

6
,0

0
0

6
,0

00
4
,2

5
0 6,

00
0

2
,
70

0

4
,2

5
0

5
,
00

0

20
0

42

6-3.中性化深さ等及び鉄筋かぶり厚さ調査位置図
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6-4.中性化深さ等及び鉄筋かぶり厚さ調査結果
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6-5.中性化深さ等及び鉄筋かぶり厚さ試験結果及び写真
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6.6　不同沈下調査概要

耐力度調査内容 調　査　方　法 耐力度調査（ヶ所数）

レベル測定不同沈下調査

各階で桁行(X)方向,張間(Y)方向
について行う。

参考値として柱傾斜を測定する。
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6-7.不同沈下調査結果図
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1

撮影箇所

調査項目 不同沈下
測定状況

2

撮影箇所

調査項目 不同沈下
測定状況

3

撮影箇所

調査項目

6-8.不同沈下調査状況写真　　　　　　　　　　　　日立特別支援学校　耐力度調査【19号棟】

No.

No.

No.
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